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 ★復興支援：次回「パラソル喫茶」ご案内 

★被災地復興支援 

★「東日本大震災宅老所 復興支援プロジェクト」がはじまります。（佐賀宅老所連絡会より） 

★市民協常務理事会開催、研修事業を重点に 

★こうれいしゃ死から生へ         介護保険共同推進機構顧問弁護士 村田光男 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

復興支援次回「パラソル喫茶」 
8 月 7 日（日曜日）、ビールパーティ 17 時から 東松島市ひびき工業団地 

 パラソル喫茶が広がっています。東松島市の避難所で始まったものが、東松島市の仮設住宅、仙台市、

山元町、亘理町の仮設住宅でも開始されました。 

 また、この活動に参加する団体は、ふれあいネット松戸、ＮＡＬＣ，生協ＰＡＬ、アラジン、狭山Ｊ

Ｃなどから大量に派遣されてきています。 

 次回は 8 月 7 日、17 時から東松島市ひびき工業団地でおこないます。この日は約 60 人のボランティ

アが参加します。 

 

広がる被災地支援 
市民協会員：ふれあいステーションあい（岩手県山田町、宮古市）の活動 

岩手県宮古市・山田町で活躍する「NPO 法人ふれあいステーション・あい」（理事長佐々木りほ子）は、

震災直後から地元の支援に動いています。最近は次のような活動を開始しました。佐々木理事長から

の報告です。 

≪2011/07/26 作成：仮設住宅における交流事業≫ １  

ボランティアグループ【Smail 空間プロジェクト】の受け入れ支援活動 

（経過） 

【Smail 空間プロジェクト】は、神戸女子大の学生中心のボランティアグループ。阪神淡路大震災の体験

をもとに、東日本大地震大津波被災者支援を始めた。阪神・淡路大震災の時、仮設住宅へ『かまぼこ板

を活用した表札』を創り贈ったところ喜ばれたので、東日本大地震大津波被害を受けた地域へもこの表

札を贈ろうと活動を始めた。 

阪神地域へ呼びかけて、かまぼこ板を集めて、学生達がメッセージ入り表札を創り始めた。 

 

第 1 回の訪問は、神戸女子大家政学部 上野勝代教授が宮古・山田・陸前高田など被災地を回って行っ

た。(上野先生は、佐々木の恩師) 

 山田町豊間根地区の避難所訪問、学生達が創ったメッセージ入り表札を渡した。今回、学生達が夏休

みを利用して被災地の仮設住宅を訪問して、交流を深めたいと希望したことから、その受け入れの支

援をするものである。 

1. ボランティア人数：6～7名（上野先生・学生・市民など） 

2. 概要 

①仮設住宅を訪問して、団扇と表札づくりをしながら交流を深める。 

  ②仮設住宅を訪問して、創った表札を渡す。 

  ③おもえ小規模多機能支援センター訪問、利用者や職員と交流する。 

④重茂児童館を訪問し、子どもの支援について館長と話し合う。 

3. 日程 

8/1(月) 夜 高速バスにて神戸出発 

8/2(火) 08：20 頃 仙台駅着 

      09：07  仙台駅発 はやて 211 号 



      10：11  新花巻着 

           ↓大型タクシー(山田町の被災事業所)にて移動 

       13：00  山田町山谷(ヤマヤ)仮設住宅到着 

       13：30  交流会開始 

       16：00  交流会終了 

 この後、時間があったら山田町内の仮設住宅を回る。（宿泊は、佐々木自宅） 

  8/3(水)  08：30    山田町山谷地区出発 

            ↓大型タクシーにて移動 

       09：30  重茂地区回る 

       11：00  おもえ支援センター 

           重茂児童館  

  ・昼食弁当は持参。センター又は児童館で食べながら、職員と話し合います。 

            14：00 頃 重茂出発 

            ↓大型タクシーにて移動 

       17：00 頃 釜石駅着 

 

被災地自治体との連携 
市民協では、これまで宮城県との間で復興支援のあり方について協議してきました。県議会で予算

の承認がありましたので、これからが本格的な活動です。 

県の長寿政策課作成の復興計画にも市民協は協力団体として確認されています。 

基礎自治体めぐりをおこないます。今週は山元町と東松島市を田中尚輝専務理事と現地コーディネ

イターと一緒に訪問します。具体化しましたら、報告します。 

 

市民協常務理事会開催、研修事業を重点に 
  市民協の事務所を日本女子会館の 1 階から 4階に引っ越します。 

7 月 25 日に市民協常務理事会を開催しました。そこで、事務所の引越しをきめました。これは本年

の総会で決定していましたが、8 月 15 日の週に引っ越の予定です。1 階から 4 階に移るだけなので、

住所、ＴＥＬ、ＦＡＸなどには変更ありません。 

  これまでは、公益社団法人長寿社会文化協会の事務所を間借りしていましたが、独立した事務所に

なります。約 20 坪ありますので、約半分強程度を研修室にします。25 人程度の勉強会ができます。 

  市民協としてはこれまでの活動にプラスして研修事業に力点をおきます。本部事務所の会議室をフ

ル活動させる予定です。ご期待ください。 

 

  

グランマリバーサイド立川 

高齢者賃貸住宅入居者募集中です！！  

 

 

 

詳細はこちらから・・・・・・・ 

http://www.granma.jp/riverside-t/index.html 

 

★介護サービスさくら ★おもいやり支援センターくまの ★グリーンコープ ★ 

★たすけあい佐賀 ★全労済 ★宅老所を全国に広める会 ★ 

★一般社団法人 市民事業支援機構★ 

 

 

http://www.granma.jp/riverside-t/index.htm
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東日本大震災 NPO 支援寄付金（寄付者一覧：順不同・敬称略）※総会以降分 
 

総会時募金      73,030 円    

NPO ひまわり   31,549 円    

たすけあい佐賀   100,000 円 

西田京子       50,000 円 

西田・吉村・山田   96,800 円 

たすけあい佐賀理事一同 50,000 円 
よってこ十間堀募金箱   10,073 円 

お世話宅配便    50,000 円 

ふくしの家     20,000 円 

桜が咲く頃     1,000 円 

天山の里        5,000 円 

介護ホームもものかわ  10,000 円 

こだま        10,000 円 

江北なごむの里   5,000 円 

愛あい        38,000 円 

今人       10,000 円 

さくらさくら   30,000 円 

KCAY            10,000 円 
（総会までの支援金は市民協の WEB

サイトや FAX 通信に掲載させていた

だいております。） 
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【震災復興支援に関してのお問合せ先】 
佐賀県宅老所連絡会 TEL:0952-23-6950 

【収入合計：605,452 円／支出合計：301,197 円】明細については後日お知らせいたします。※7 月 20 日付 
 



 

こうれいしゃ死から生へ 
介護保険共同推進機構顧問弁護士 村田光男 

３ 食堂 

６人掛けのテーブルが３卓と８人掛けのテーブルが１卓。従って、テーブルごとの４つの社会関係が食

事中に展開する。 

 調理チーム３つと、非調理チーム１つ。調理チームは、毎日台所で顔を合わせあれこれと意見交換す

ることから、家族的なチームになっている。ただ、毎日のことであるから、意見が合わないこともある。

職員が仲裁するが、誤解が人間関係をこじらせることはよくある。最も危険なのは、直接話を聞いてい

ないケースだ。  

 Ａ子、Ｂ男、Ｃ子、Ｄ子、Ｅ子、Ｆ子のテーブルでのこと。男性はＢだけだ。 

「Ａ子さんはいじわるよ。私が調理場にいても役にたたないって言うんですよ。」Ｅ子がＡ子に聞こえ

るほどの声で言った。Ａ子は黙っていた。 

「そんなことをＡ子さんが言うわけないわよ。」Ｃ子がＡ子をかばった。 

「Ａ子さんから直接聞いたんですか。」Ｃ子が続けた。 

「Ｄ子さんから聞いたのよ。Ａ子さんがそう言ってるって。」Ｅ子は答えた。 

「あらいやだ。私そんなこと言ってないわ。」Ｄ子が反論した。 

「Ｅ子さんは裁縫が得意なのよ、とＡ子さんは言ったのよ。調理場でね。」Ｄ子が続けた。 

「やっぱり調理はへたということでしょ。」Ｅ子はまだ不満そうだ。 

「ちがいますよ。Ａ子さんは、Ｅ子さんの調理の腕前もほめてたわ。」Ｄ子が反論した。 

Ａ子はというと、意外にもＣ子、Ｄ子、Ｅ子の会話をにこやかに眺めている。 

「あなたは調理もできるし、裁縫もできるからうらましわ。」Ａ子が締めくくった。 

どうしてＡ子は彼女たちの会話をにこやかに眺めていられたのか。その鍵は、職員だった。 

職員は、もちろんＣ子、Ｄ子、Ｅ子の会話を聞いている。作業をしながらでも、食堂で交わされる入居

者の会話には何人かの職員が手分けをして聞いている。聞き耳を立てているわけではない。聞こえてい

る、が正確な言い方だ。 

Ａ子は、そんな職員を横目で見ているか、職員の反応を感じ取っていた。Ａ子は職員に理解されている

と思っている。それを疑ったこともないし、疑う出来事も起きていない。職員が口や手を出さずに見守

っているということは、必ずＥ子の誤解は解けるということを意味していた。Ａ子は、安心して眺めら

れたというわけだ。 

「Ａ子さん、ごめんなさいね。」Ｅ子が明るい声で言った。Ａ子はニッコリうなずいた。 

 

８人掛けのテーブルから話し声がする。 

「あら、そうですの。」とＸ子。 

「そうなんですよ。あなたと同じ新潟の出身ですのよ。」とＹ子。 

「新潟のどちらですの。」 

「長岡です。」 

「花火の有名な長岡ですか。私は新潟市。海は荒海、向こうは佐渡よ・・・。新潟の海辺のほう。護国

神社の近くです。その神社のまわりでよく遊んだわ。街のほうに少し行くと白山神社もあるの。今の神

主さんは、息子の同級生ですよ。」 

「そうですの。」 

「長岡は、長岡藩家老河井継之助の出身地。中立国を作ろうとしたのよ。官軍に負けて死にましたけど

ね。」Ｙ子が続けた。 

同郷のＸ子とY子の会話だった。 

 

「Ａ子さん。お薬、飲みましょうか。」 

食事が終ると、職員ｃが薬を持ってやってくる。ひとりひとりに介助する。薬が不要な人など、この施

設にはいない。食事をはじめてから、この職員ｃの「薬を・・・」の声掛けまで、４つのテーブルで話

声が絶えることはない。 

 

Ｘ子とＹ子の話の続きだが・・・ 



共に故郷が新潟であること。夫と死に別れたこと、兄弟姉妹はいるものの面会には来ないこと、子ども

がいないことが同じだというところまで話が進んでいた。 

「天気の良い日に、散歩、ご一緒しませんか。」とＸ子。 

「ぜひ。」とＹ子。職員ｂが見守っていた。 

その時、職員ｃが薬を持ってやってきた。 

「お薬、お飲み下さいね」と職員ｃ。 

薬を飲んだＸ子とＹ子は、そのまま自室に戻った。 

Ｘ子とＹ子とも、自室で何をするわけでもなかった。見たいテレビがあるわけでもない。ひたすら働い

てきた。趣味を持つゆとりはなかった。だから、特にすることもない。9時になれば眠りにつく。 

「（１０００万円の入居金だったが、決して高くはない。全くの他人どうしがこんなに楽しい関係を作

れるとは思ってもみなかった。）」Ｘ子は真黒な川面を見つめながらそう思った。 

「（ひとりぼっちの入居者だから、お互い分かり合えないと思ったけれど、こんなに関係作りがスムー

スだとは思わなかった。）」Ｙ子は真黒な空を見ながらそう思った。 

 

３日後に快晴となった。しかし、Ｘ子とＹ子は一緒に散歩することを２人とも忘れていた。しかし、朝

食後、職員ｂがいざない、２人は散歩に出かけた。地域のボランティアスタッフ２人が付き添った。こ

の施設に係るボランティアスタッフは１年間で延べ１０００人ほどいる。 

「（私も散歩をしたいね。誰か誘ってくれないかね。）」と同じテーブルのＳ子、Ｔ男、Ｕ子、Ｖ男、

Ｗ子、Ｚ子は思った。 

職員ａが言った。 

「皆でお散歩に行きましょうか。」 

６人が顔を見合わせ、ニッコリうなずいた。 

決まったスケジュールの中での生活では変化がない。人間は時に変化を求める生き物だ。変化は、体に

も脳にも悪くないはずだとこの施設は考えている。 

 

 

 


